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I 著作
1 著書
［1］ 『変りゆく情報システム部：人・技術・管理」企画センター, 1980
［2］ 「コンピューター利用の座標軸：変わるコンピューター.変わらぬ組織」コンピュータ・
エージ社, 1982
［3］ 『国際情報資源戦争：国境を越えるコンビユニケーシヨン』日刊工業新聞社, 1983
［4］ （編著） 『情報システム：空想から科学へ』日本経営科学研究所， 1983
［5］ 『オフィス・オートメーシヨン心得帖」潮出版社, 1983
［6］ 『最新データベース事情」日本能率協会, 1984
［7］ 『情報社会の作法」時事通信社, 1885
［8］ 『電子仕掛けの神：法制度を揺るがす情報通信技術』勁草書房， 1886
［9］ 『情報を商品とする法：お経からソフトウエアまで』東洋経済新聞社， 1888
[10］『変りゆく情報システム部．Ⅱ：情報統括部門長の目配り』企画センター， 1989
[11］『技術標準対知的所有権：技術開発と市場競争を支えるもの』中央公論社， 1990
[12］『情報社会の弱点がわかる本」JICC,1991
[13］『電子メディアとの交際術」勁草書房, 1991
[14］『科学の読み方、技術の読み方、情報の読み方』KDDクリエイテイブ,1991
[15］『シンクタンクの仕事術」JICC,1992
[16］犬伏茂之・大野幸夫・吉田正夫（共編）『コンピュータと法律」共立出版， 1992
[17]『知的財産権』日本経済新聞社, 1993
[18]桑原昌宏（共編）『ニューメディアと放送・通信法』総合労働研究所, 1993
[19]『雲を盗む：法廷に立たされた現代技術』朝日新聞社, 1995
[20］『サイバースペースの著作権：知的財産は守れるのか」中央公論社， 1996
[21]赤木昭夫・紀田順一郎・浜野保樹（共編）『いまの生活「電子社会誕生」 ： 日本語ワープ
ロからインターネットまで』晶文社， 1998．
[22］『科学書乱読術」 ，朝日新聞社， 1998
[23］『デジタル・ミレニアムの到来：ネット社会における消費者」丸善, 1999
[24］『変わりゆく情報基盤：走る技術・追う制度』関西大学出版部， 2000
[25］大谷和子（共著)｢ITユーザーのための法律と倫理」共立出版,2001
[26］『企業家エジソン：知的財産・システム・市場開発」朝日新聞社, 2001
2主要論文（情報関連）
［1］ 「コンピュータ・ネットワークへの挑戦」 『ビジネス・コミユニケーシヨン」 vlln3p57,
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[2］ 「ソフトウエアの外注」 「ビジネス・コミュニケーション」vlln6p59,1974
[3］中村充男・八木驍（共著)｢ACTシステム：企業内コンピュータネットワーク」『情報
処理」vl6n7p645,1975
[4］ 「システムの肥大化について」 『コンピュータ・レポート」vl6n8pl8,1976
[5］ 「分散処理システムにおけるデータベース」 『コンピュートピア』vllnl27p22,1977
[6］ 「ユーザー十戒：異端的護教論」 『コンピュータ・レポート』vl8n3p44,1978
[7］ 「価格分離への遥かな道：ひとつのシナリオ」『コンピュータ・レポート」vl9nlp34,
1979
[8］ 「データベース利用について」 『コンピュータ・レポート』vl9nlOp25,1979
[9］ 「オフイス・オートメーションについて」 『コンピュータ・レポート』vl9nl2p21,1979
[10]「ユーザーにおけるソフトウェア開発」 『コンピュートピア」vl3nl48p80,1979
[11]長尾篤・足立勝・中村充男（共著)｢ACT-Ⅱネットワーク」『情報処理』v20n4p359,
1979
[12]「オフィス・オートメーションの現状と問題点」 『ビジネス・コミュニケーシヨン』 vl6
nlp33,1979
[13]「離陸まじかいオフィス・オートメーション」 『技術と経済」nl62,1980
[14]「商用データベースの利用」 「コンピュータ・レポート」v20n9p38,1980
[15]「オンライン情報サービス」 「情報処理』v21n2,1980
[16]「いま会社を直筆しているオフィス革命とは」 「朝日ジャーナル」v23n23p36,
1980
[17]「コンピュータ利用は雇用を減らすか」 ，猪瀬博（編） 『マイクロコンピュータは失業を
生むか」コンピュータ・エージ社,pl84,1981
[18]「オフイスの生産性とは何か」 ，野田一夫（編） 『新オフイスの時代」コンピュータ・エ
ージ社, p84,1981
[19]「通信回線の開放が今なぜ必要に？」 『エコノミスト」v60nllp30,1982
[20］ 「社会情報システム」 『オペレーシヨンズ・ リサーチ」v27n5p246,1982
[21]「越境データ流通について」 『システムエ学会誌』v6n2pl,1982
[22］ 「マイクロエレクトロニクスと人間の問題：オフィス労働はどう変るか」 『労働法学研究
会報」nl432pl7,1982
[23］ 「情報社会にはアナーキズムがはびこる」 『エコノミスト」v61n48p22,1983
[24］ 「オフィス・オートメーションへの展望」 『情報管理」vl2nl2plO95,1983
[25］ 「電気通信事業法をめぐる省察：規制の論理と見識を考える」 『エコノミスト」v62nl4
plO,1984
[26］ 「 「情報革命」 とホワイトカラーの仕事： 「効率化」が「無駄の蔓延」を生む」 「エコノ
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ミスト」v62nl7p26,1984
[27］「世田谷ケーブル火災の本質：環境としての脆弱性とどう付き合う」 『エコノミスト』v62
n52p42,1984
[28］ 「クセナキスのユーピック」 『コンピュータ・レポート』v24nlOp73,1984
[29］ 「フアクト・データベースの現状と課題」 『情報通信学会誌』v2n3p41,1984
[30］ 「ソフトウエアの法的保護について」 『法とコンピュータ』n2p58,1984
[31]「越境データ流通」 『法とコンピュータ』n2pll4,1984
[32］ 「通信革命のホワイトカラ－への影響」 ， 日本能率協会（編） 「オフィス革新効率化事例
集」日本能率協会, p641,1984
[33］ 「混乱の時代に入った情報商品：エレクトロニクスによる破壊と進化」 『エコノミスト』
v63n42p48,1985
[34］ 「とべるかデータベース産業」 『技術と経済』n223p2,1985
[35］ 「情報ビジネス地図を値段でたどる」 『JMAジャーナル』v4n7p22,1985
[36］ 「データベースと著作権」 『システムエ学会誌』v9nl/2p3,1985
[37］ 「国際データ流通とは何か」 ，旭リサーチセンター（編) ｢TDFウオーズ』出版開発社，
pl3,1985
[38］「通信制度自由化の意味」 ，旭リサーチセンター（編) ｢TDFウオーズ」出版開発社p73,
1985
[39］ 「データベース市場の構造」 ，旭リサーチセンター（編) ｢TDFウオーズ」出版開発社，
pl42,1985
[40］ 「情報システム部門の未来と新しい情報通信技術」 ， 日本経営協会（編） 『高度情報社会
におけるオフィス・システム』日本経営協会,pll6,1985
[41]「揺れる情報秩序変わる情報商品： 「情報」はなぜうさん臭いか」 『エコノミスト」v64
n20p36,1986
[42］ 「ソフトウェアの権利保護を考える」 『コンピュータ・レポート』v26n7pl8,1986
[43］ 「電子取引について」 『コンピュータ・レポート』v26n8pl8,1986
[44］ 「越境データ流通とその障壁」 『コンピュータ・レポート』v26n9pl8,1986
[45］ 「商品化する個人情報」 『コンピュータ・レポート」v26nlOpl4,1986
[46］ 「公的情報データベース」 『システムエ学会誌」vlOnl/2pll,1986
[47］ 「日本を中心とした国際情報通信システムの現状と課題」 『情報通信学会誌』v6n2p3,
1986
[48］ 「第四世代言語の提灯を持つ」 『ソフトウェア流通』v8n3p26,1986
[49］「著作権法の一部を改正する法律案意見」 『第104国会衆議院文教委員会会議録」n8plO,
1986
[50］ 「日米欧のデータベース競争」 『地方自治コンピュータ』vl6n5pl4,1986
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[51］ 「欧米のコンピュータ・ネットワーク」 『地方自治コンピュータ」vl6n9p41,1986
[52］ 「競争時代の電気通信」 『電気通信時報』v3n4p2,1986
[53］ 「データベースと著作権」 「法とコンピュータ」n4p62,1986
[54]LivingwithComputerAnarchy',JapanEcho,vl3,p54,1986
[55］ 「通信自由化を見直す」 『朝日ジャーナル』v29n51plOO,1987
[56］「コンピュータ著作物の権利保護」 『コンピュータ・レポート」v27n7p42:v27n8pl8:
v27n9pl8:v27nlOpl4:v27nl3pl9:v28nlpl8,1987
[57］「グローバル取引の破綻を眺めて：市場情報の完全性・考」 「週刊テレコム』nl395p2,
1987
[58］ 「オンライン・データベース・サービスの現状」 『電気通信時報」v4n2p2,1987
[59］ 「知的所有権と技術標準」 『電気通信時報』v4n9p2,1987
[60]「技術者のみた「米国流公正」 」 『ビジネス・コミュニケーシヨン』v24nlplO5,1987
[61]「ポスト・モダン時代に自立する？情報産業：梅棹忠夫「お布施理論」を読みなおす」
「エコノミスト』v66n47p80,1988
[62］ 「オフィスの変遷と動向」 『事務と経営」v40n500p9,1988
[63］「プライバシー保護法制化問題の諸相：技術的視点からみた空洞化対策」 『週刊テレコム』
nl409pl2,1988
[64］ 「日本を中心とした国際情報通信システムの現状と課題」 『情報通信学会誌』v6n2p3,
1988
[65］ 「情報の輸出入規制について」 『ビジネス・コミュニケーシヨン」v25nlpll8,19 8
[66］ 「プライバシー保護の前提」 「ビジネス・コミュニケーシヨン」v25n7pllO,1988
[67］「消費者の論理：顧客データベースの利用をめぐって」 『ビジネス・コミュニケーション』
v25n9pll8,1988
[68］「納税者番号制度に関する思考実験」 『ビジネス・コミユニケーシヨン』v25nlOpllO,
1988
[69］ 「情報の危機管理をどうするか」 『プレジデント』v26n2p253,1988
[70］ 「お布施対一物一価」 『技術と経済」n268p56,1989
[71]「技術標準対知的所有権」 『技術と経済」n272p52,1989
[72］ 「戦略情報システム対ソフトウエア危機」 『技術と経済」n274p42,1989
[73］「情報システム部門の運命：独占から空洞化へ」 『コンピュータ・リポート」v29nlpl8,
1989
[74］ 「高度情報化社会における企業行動」 『情報管理』v31nllp979,1989
[75］ 「越境データ流通をめく、って」 『日本セキュリティ・マネジメント学会誌』n2p27,1989
[76］ 「技術標準をめく翻って」 『ビジネス・コミュニケーション』n300pll8,1989
[77］ 「情報システム：回顧と展望」 『経営と歴史』nllp34,1990
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[78］ 「先行者の権利対後続者の権利」 「技術と経済』n276p54,1990
[79］ 「表現の自由対通信の秘密」 『技術と経済」n278p48,1990
[80］ 「ノウハウの秘匿対労働の流動化」 『技術と経済』n280p34,1990
[81］ 「人工知能対知的所有権」 『技術と経済』n282p48,1990
[82］ 「出版社対学会」 『技術と経済」n284p50,1990
[83］ 「情報公開対フリー・ライダー」 『技術と経済』n286,1990
[84］ 「情報知識と知的所有権」 『情報知識学会誌』vlnlpll,1990
[85］ 「データベースの著作権」 『情報の科学と技術』v40n6p411,1990
[86]｢IBM・富士通ソフトウエア互換論争」『別冊宝島』nl23p222,1990
[87］ 「小さなっぽみは80年代に大きく花開いた：ソフトウェア産業の興隆」『エコノミスト」
v69nllp94,1991
[88］「新たな財の所有権をめぐり、訴訟多発：ソフトウエアの権利闘争」 「エコノミスト』v69
n29plO8,1991
[89]｢SISを踊ろう」『コンピュータ・ リポート』v31nlp50,1991
[90］、TechnicalStandardsandlntellectualProperty',"Proceedings f3 dnterna ional
SymposiumonLegalProtectionofComputerSoftware",p303,1991
[91］ 「ソフトの製造物責任」 『科学朝日」v52n3p80,1992
[92］ 「ゲノム計画と特許」 『科学朝日』v52n4p88,1992
[93]｢CRSの巨大化と不公平」『科学朝日』v52n5p80,1992
[94］ 「独占崩すコピー技術」 『科学朝日』v52n6p80,1992
[95］ 「データ流通と国境」 『科学朝日』v52nlOp88,1992
[96］ 「データベース著作権」 『科学朝日」v52nllp88,1992
[97］ 「20．9世紀の情報システム」「機械振興』v22nlOpl8,1992
[98］ 「技術標準対知的所有権」 『特許管理』v42n4p447,1992
[99]｢DNA特許をめぐる諸問題：基礎研究対応用研究」『特許研究』nl5p33,1992
[100］「情報通信の標準化：ユーザの視点も考えるべき」 『日経エレクトロニクス』n569p96,
1992
[101]「コンピュータ・グラフイクス作品の権利保護」 『法とコンピュータ」nlOp35,1992
[102]、PatentingHumanDNA',FUjiki,Norio&DarrylR.J.Macer(eds)"HumanGenome
ResearchandSociety'',EubiosEthicslnstitute,pl81,1992
[103]「サンプリングの権利」 『科学朝日」v53n2p84,1993
[104]「エーテル自由の原則」 『科学朝日」v53n3p84,1993
[105］「ヒトDNAの特許」『科学朝日』v53n4p44,1993
[106］「情報公開の電子化」 『科学朝日』v53n5p84,1993
[107]「航空地図の製造物責任」 『科学朝日』v53n9p84,1993
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[108]「プログラムにもPL制度適用か」 『日経エレクトロニクス」n593p207,1993
[109]「ヒトゲノム特許の意味するもの」 『バイオサイエンスとインダストリー」v51n8p40,
1993
[110]「行政情報管理と情報公開の電子化」 『法政理論」v26nlpl43,1993
[111]「情報システムの脆弱性」 『法とコンピュータ」nllp3,1993
[112］「コンピュータ化と情報公開」 ，川崎市情報公開制度10周年記念誌編集委員会（編）『開
かれた市政の実現をめざして：川崎市情報公開制度記念論文集」ぎようせい, p80,1993
[113]「政策決定と情報支援システム」 ，大森弥・清原慶子（編） 『ネットワーク型社会の構築」
ぎようせい, p345,1993
[114]「通信と放送の融合」 ，桑原昌弘・名和小太郎（編） 『ニューメディアと通信・放送法」
総合労働研究所, pl95,1993
[115]「ネットをまひさせた「ワーム」 」 『科学朝日」v54n2p52,1994
[116]「気象データの商用化」 『科学朝日」v54n8p52,1994
[117]「出版社vs研究者」 『科学朝日』v54n9p52,1994
[118］「ブラック・マンデー」 『科学朝日」v54nl2p52,1994
[119]「情報スーパーハイウェイと公共的情報の電子化」 『行政とADP｣v30n6p2:v30n7
p6:v30n8p45,1994
[120]「マルチメディアの著作権」 『1994年情報学シンポジウム講演論文集」pl81,1994
[121]「現代の著作権問題とその環境」 『人文学と情報処理』n5p3,1994
[122]｢Internetをめく叡る制度的課題」『法とコンピュータ』nl2p75,1994
[123］「インターネットの商用化がもたらすもの」 『マネジメント21｣v53nl2p30,1994
[124］「学術的情報と著作権制度の調和と不調和」 『CICSJBulletin｣vl2n3p2,1994
[125]｢DNA特許の意味をめぐって」『DNA多型」v2pl,1994
[126]｢NIHのDNA特許の意味をめく、って」，椎名素夫（編）『 「知的財産権」激突から大調
和へ： 「日米欧技術戦略セミナー」は報告する」ダイヤモンド社, p357,1994
[127］「インターネット」 ，情報通信総合研究所（編） 『情報通信年鑑195」情報通信総合研究
所, p445,1995
[128]「市場主導で「脱標準化」時代が到来」 『エコノミスト」v73n39p62,1995
[129]「マルチメディアと著作権：現状と問題点」 『科学技術文献サービス』nlO8pl5,1995
[130]「情報社会の病理と課題」 『教育と医学』v43n2p30,1995
[131]「情報通信システムと危機管理」 『行政とADP｣v31n3p2,1995
[132]「シームレスな情報インフラストラクチユアをめく、って」『行政とADP｣v31n4p2:v31
n5pl5:v31n6pl6,995
[133]尾関雅則・田畑孝一・根岸正光・藤原譲・早川武夫・黒川恒雄（共著）「情報学とその課
題：情報化社会の規範」 『情報処理」v36nllplO74,1995
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[134］「マルチメデイアの著作権」 『情報知識学会誌」v4n2pl,1995
[135］「デジタル技術対著作者人格権」 『情報通信学会誌」vl2n4p68,1995
[136］「デジタル技術と著作権」 『情報の科学と技術』v45n6p260,1995
[137］「デジタル図書館と著作権」 『ディジタル図書館』n4p8,1995
[138]「マルチメデイアと著作権」 『電子情報通信学会誌』v78n5p441,1995
[139］「日本企業のコンピュータ利用の歴史」 『マネジメント21｣v54nlOp35,1995
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Ⅱ学会および社会における活動等
1 学会における主な活動
昭55年4月～昭57年3月日本オペレーシヨン・ リサーチ学会監事
昭56年4月～平7年3月日本システムエ学会理事
昭58年10月～現在 法とコンピュータ学会理事
昭63年4月～現在 情報知識学会理事
平2年10月～平4年9月研究・技術計画学会理事
平4年10月～現在 〃 評議員
平6年10月～現在 日本学術会議情報学研究連絡委員会委員
平ll年6月～現在 情報社会学会理事
平11年10月～現在 情報文化学会理事
平12年8月～現在 情報メディア学会理事
2社会における主な活動
昭58年12月～昭59年8月
昭58年8月～平3年6月
昭59年2月～昭60年9月
昭61年3月～平3年6月
平4年5月～平13年2月
平5年6月～平9年5月
平6年12月～平7年5月
科学技術会議専門委員
統計審議会（情報処理部会）専門委員
著作権審議会（第7小委員会）専門委員
〃 （第9小委員会）専門委員
〃 （マルチメディア小委員会）専門委員
資源調査会（知的資源部会）専門委員
日本工業標準調査会臨時委員
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国立国会図書館科学技術関係資料整備審議会委員
文化審議会著作権分科会情報小委員会委員
川崎市個人情報保護審議会委員（平6年1月より副会長）
日本データベース協会副会長
日本電信電話㈱電気通信技術委員会特別部会委員
学術著作権協会理事
平7年2月～現在
平13年3月～現在
昭61年1月～平9年12月
昭59年9月～平3年3月
平4年4月～平5年3月
平8年10月～現在
Ⅲその他
昭37年5月
昭39年4月
昭75年10月
平2年10月
平9年5月
平12年3月
平12年10月
火薬協会賞受賞
工学博士（東京大学）
日本経営協会経営科学文献賞受賞
日本規格協会標準化文献賞受賞
情報処理学会1996年度ベストオーサ賞受賞
情報処理学会フェロー
情報処理学会1990年代ベストオーサ賞受賞
